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Survey of the family Pythidae of Japan
Hiroyuki Yoshitomi and Masakazu Hayashi

Summary. Two Japanese species of the genus Pytho, P. jezoensis Kôno, 1936 and P. nivalis Lewis, 1895, are 
commented with a key. The adults of both species and the larva of Pytho jezoensis are illustrated. P. jezoensis is 
recorded for the first time from Shimane Prefecture.

はじめに
キカワムシ科 Pythidae は，世界から 5 属約 30

種 が 知 ら れ る ゴ ミ ム シ ダ マ シ 上 科 の 小 科 で あ
る（Pollock, 2010）．系統的には，アカハネムシ
科 Pyrochroidae やツヤキカワムシ科 Boridae と近
いとされ，幼虫形態はよく似ているが，同上科内
の科の分類には混乱がみられ，すっきりしていな
い．キカワムシ属 Pytho は本科の基準属で，全北
区から 9 種，日本からは 2 種が記録されている．
Pollock (1991) による世界の種のレビジョンが出さ
れており，日本産種もその中で扱われているが，
本報告でこれら 2 種の検索表と，既知の分布およ
び生態の知見を取りまとめた．なお，既知の分布
記録については，手元にある資料で目に付いたも
のを取りまとめたが，地方同好会誌などを網羅し
きれていないので，抜けがあるかも知れない．吉富・
甲斐（2015）は，日本産のアカハネムシ科の幼虫
を解説した際に，林（1980）を引用してアカハネ
ムシ科とキカワムシ科の幼虫は類似すると書いた．
その後，実際にクロキカワムシの幼虫を得ること
ができたので，あわせて紹介したい．

成虫の検索表（黒澤ほか（1985）を参考にした）
１．	体長14–21mm．体は黒色～暗褐色で，光沢

は強く特に翅鞘は緑色～赤銅色の光沢を有す
る個体が多い．頭胸部背面の点刻は弱い．頭
部の凹みは強い．前胸背板中央部は広く陥没
し，その側方は強く隆起するが，中央部辺り
に切れ込みを有する個体が多い．北海道と本
州中部以北の主に亜高山帯で得られることが
多い．.......................................…オオキカワムシ

–	 体長8.5–14mm．体は黒色～暗褐色で，光沢は
弱い．頭胸部背面の点刻は強い．頭部の凹み
は弱い．前胸背板は1対の深い横溝と1本の中
央溝を有し，横溝の側方は一様に隆起する．
北海道から九州の亜高山帯以下の比較的低い
山地に生息する．...................…クロキカワムシ

幼虫の検索表
（Hayashi (1969) および林（1989）を参考にした）

１．	第9腹節の1対の尾突起はやや長く，その間はV
字状で台形に突出する．….......オオキカワムシ

–	 第9腹節の1対の尾突起はやや短く，その間は
浅いU字状で横長の長方形状となり，突出しな
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い．..........................................….クロキカワムシ

種の解説
日本産 2 種を解説するが，朝鮮半島やロシアに

は別種の分布が知られていることから，将来的に
はほかの種が確認される可能性がある．

クロキカワムシPytho jezoensis Kôno, 1936

[ 検視標本 ]　＜成虫＞ 1 雄，北海道札幌市白井川，
5. VI. 1983，H. Tanabe leg.；1 雄，福島県南会津郡舘
岩村鱒沢林道，6. VI. 1991，T. Miyamoto；2 雌，愛
媛県松山市白杖，24. I. 1965，久松定洋，ツガの樹

皮下より；2 頭，島根県益田市匹見町匹見，9. XII. 
2015，吉富博之採集．＜幼虫＞約 30 頭（一部を液
浸標本，残りを飼育），島根県益田市匹見町匹見，5. V. 
2015，吉富博之採集（4 頭成虫羽化， 12. XI. 2015）．

[ 既知記録 ]　定山渓（Kôno, 1936）；札幌市滝野沢，
岐阜県平湯，岐阜県高山，石川県白山，愛媛県松
山市白杖（Iablokoff-Khnzorian, 1985）；北海道上川
町層雲峡，上士幌町糠平，天宝山，三股四の沢（保
田，2014 より引用）；青森県深浦町追良瀬，西目屋
村花咲松，弘前町栩内沢（阿部，2014）；福島県南
会津郡湯の花（記野・長谷川，1989）；奥秩父白泰
山，尾瀬（Hayashi, 1969）；山梨県韮崎市鳳凰山（水
野，1996）；岐阜県高山市松倉山，高山市一之宮奥，

図1．日本産キカワムシ科2種．A–C，クロキカワムシ；D–F，オオキカワムシ．A，D，雄；B，E，雌；C，F，雄の頭胸
部．スケールは1.0 mm．
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高根町千間樽，朝日町胡桃島国有林，下呂市小坂
町濁河温泉，郡上市高鷲町切立（岐阜県昆虫分布
研究会，2015 より引用）；奈良県川上村北目立川林
道，奈良県川上村北股川林道（望月，1996）；広島
県庄原市本村町，広島県神石高原町永野，広島市
安佐南区沼田町伴奥畑，広島市安佐南区湯来町（中
村，2014 より引用）；愛媛県土居町東赤石山，別子
山村平家平（山岡，1994；ただしオオキカワムシ
として：報告の写真を見る限りクロキカワムシの
誤同定のようだ）；熊本県八代郡泉村山犬切（西田・
廣川，1998）；大分県九重町大船林道（今坂・三宅，
1986；ただしオオキカワムシとして）．

[ 分布 ]　北海道，本州，四国，九州．
[ 生態 ]　西田・廣川（1998）は，10 月にモミの

樹皮下から蛹を採集し，その場で羽化したと報告
している．Kôno (1936) は食樹としてエゾマツを挙
げており，望月（1996）の記録はアカマツの樹皮
下から，水野（1996）の記録はカラマツから，阿
部（2014）の記録はヒメゴヨウマツの樹皮下から，
それぞれ得られたものである．また，愛媛県での
採集記録はツガとモミ（山岡，1994）の樹皮下か
ら得られたものである．

今回，島根県で採集した例では，アカマツの倒
木の樹皮下から多くの幼虫を得た．幼虫は比較的
高密度に見られ，幼虫同士の坑道が重なっていて
も捕食したり干渉したりすることは無いようだ．
このことから，本種の幼虫は捕食性ではなく樹皮
下の形成層（Kambium）を食するとした Kôno (1936)
の考察は正しいように思う．

[ 備考 ]　 Kôno (1936) では本種にエゾマツオオ
キカワムシという和名が使用されている．Pollock 
(1991) によると，本種は P. niger 種群とされ，幼虫

形態も本種群の特徴を表している．Hayashi (1969)
は本種および次種の幼虫を記載している．なお，
Pollock (1991) による各種群の幼虫の形態比較，お
よび筆者が検したクロキカワムシの幼虫の標本を見
ると，Hayashi (1969) の記載と使用された図は両種
が逆である．このことは林長閑先生ご自身もお気付
きだったようで，林（1980；1989）では正しい組み
合わせになっている．

余談であるが，本種の学名は原記載を見ると
“jezoensis” であり，誤って “ezoensis” や “yezoensis”
と記述されている著作物を見かけるので注意が必
要である．

秋田県および松山市のレッドリストでは，それ
ぞれ情報不足と準絶滅危惧に選定されている（秋
田県，2002；松山市，2012）．

オオキカワムシPytho nivalis Lewis, 1895

[ 検視標本 ]　5 頭，岐阜県高根村日和田，17. VI. 
1995，吉富博之採集；1 頭，群馬県片品村菅沼，3. 
VIII. 1989，吉富博之採集．

[ 既知記録 ]　大雪層雲峡（Kôno, 1936）；北海道
上川町層雲峡，大雪湖，大雪山，小泉岳，上士幌
町糠平，天宝山，幌加，幌加温泉，三股四の沢（保田，
2014 より引用）；幌加（今坂・三宅，1986）；日光
市女峰山（Lewis, 1888）；群馬県日光白根山（群馬
県環境森林部自然環境課，2013）；奥秩父雁坂峠～
十文字峠，尾瀬，日光市湯元（Hayashi, 1969）；山
梨県韮崎市鳳凰山（水野，1996）；山梨県・長野県
県境大弛峠（記野・長谷川，1989）；岐阜県高山市
上宝町安房峠，高根町千間樽（岐阜県昆虫分布研
究会，2015 より引用）．

図2．クロキカワムシの幼虫（島根県産）．A，アカマツの樹皮下に生息する様子；B，幼虫は比較的高密度に生息する．
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[ 分布 ]　北海道，本州（木曽御嶽周辺が西限）．
[ 生態 ]　水野（1996）は本種の雌がシラビソの

倒木に産卵していたと報告している．Kôno (1936)
は食樹としてエゾマツを挙げている．

[ 備考 ]　 Pollock (1991) によると P. kolwensis 種
群とされる．幼虫形態も本種群の特徴を表している．

Pollock (1991) は， 福 田 ほ か（1959） で 図 示 さ
れている本種の幼虫はキカワムシ科ではないが，
Hayashi (1969) で図示されている幼虫は本科であ
るようだと指摘している．このことは林（1978）
も福田（1959）が誤りであると認めている．福
田ほか（1959）で本種として図示されている図
は，おそらくツメボソクビナガムシ Stenocephaloon 
metallicum Pic の幼虫であろう． 

本種は長野県のレッドリストでは，準絶滅危惧
に選定されている（長野県，2015）．
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【短報】オオスナハラゴミムシ宮古諸島の記録
オ オ ス ナ ハ ラ ゴ ミ ム シ Diplocheila zeelandica 

(Redtenbacher) は広域分布種で，中国，台湾，韓国，
日本全土に分布するとされている．しかし沖縄で
の記録は少なく，東（2002）によって沖縄島，多
良間島 , 西表島が報告されているのみである．筆
者は宮古諸島の伊良部島と水納島において採集し
ているので記録しておく．

1♂（体長 24.0 mm），伊良部島牧山 , 28.V. 2015, 筆
者採集．

1♀（体長23.0 mm），水納島 , 16. VI. 2015, 筆者採集．
採集地の 2 島はともに既産地に比べると小さな島

である . 特に水納島は面積 2.15 km2 しかなく，この
ような小島の記録は初めてである．本種は，南方の
ものほど大型になるとされていることから，参考の
ために体長を記した．例数がなく明言できないが，
この２例については特に大きいとは言えないようで

ある．
採 集 し た 2

個体はともに
夜間に路上を
歩 行 し て い
た も の で あ
る．なお，本
種の生息環境
について，東

（1987）は「山
地性の種で平
地の森では稀
である」とし
ているが , 今
回 報 告 し た

2 つの産地は隆起サンゴ礁由来の平坦な島で，山
地がなく森林の発達も良くない島であり，上記の
記述には全くあてはまらない．ただ筆者は沖縄島
の北部山地の東村高江の森林内で採集 (1♀, 29. IV. 
2013) していることから，上記の記述は沖縄島につ
いては矛盾しないが，これでは呼称のスナハラゴ
ミムシがあてはまらないことになる．
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図１. 水納島のオオスナハラゴミムシ．


